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【巻頭ロング・インタヴュー 抜粋・概要】 宮下祥子 

小説家井上ひさし氏の劇に使う音楽を宮下祥子の 1 本のギターで担当したそうです。井上ひさしの「少年口

伝隊 1945」「闇に咲く花」「薮原検校」の 3 つの芝居は、どれもギター生演奏によるものだそうな。聴いてみ

たい、見てみたい。前半は、その時の話が中心となります。 

◼ 常にベストなタイミングで音楽を入れなければならない。そのタイミングを逃すとお終いなんです。

どのぐらい間をおいて入れるかっというのを間違えると、劇自体のテンポ感がすごく悪くなる。 

◼ シュタイドルとの二重奏でのこと、ほとんど練習の時間はなかったのですが、本番を重ねるうちに、

ドミナントからトニックに解決する時の彼の呼吸の大きさが理解できたので、あわせようと思わな

くても自然に合わせられるようになりました。 

◼ レッスンを受けている時には、「しっかりした音でなければ音じゃない」と叩き込まれました。 

◼ 海外で活動するようになって気づいたことに、和音に対する考え方があります。1 つの和音という

のじゃなくて、和音がいくつか並んでいる時の力関係、和声学上の力関係です。無造作に 1 つの和

音だけを響かせる人が少ないんです。だから、私も終止感とかテンションの感じとかを気に付ける

ようになりました。 

 

【話題のアーティスト紹介 ギタリスト 井上仁一郎】  

小さいときには、ピアノとヴァイオリンを習っていたそうだが、こてこてのクラッシックしかやらせても

らえなかったので、ギターの世界に入ってきましたという井上氏。ただ、ヴァイオリンをやっていたせいで

左手の押さえが役に立ったそうです。 

影響を受けた先生の話です。「シュタイドルからは、両手のメカニズムと基礎練習の方法を学びました。

具体的には、左手の使う筋肉が違っていることに気づきました。彼は、親指がほとんどネックについてなく

て、よけな力みがなく、自由自在に動かしていました」だそうです。 

 

【クラブ・マリアデュオのインタビュー：渡邊悦子（故渡辺範彦夫人】 

私が、最もお気に入りのギタリストの一人渡辺範彦氏の奥さんのインタビューです。プライベートなことが

中心ですが、それがとても面白かったですね（以下、概要記載します） 
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◼ 服を買いに行くときは必ずついてきて、自分のイメージ通りの服が見つかるまでずっと探していました。

また、美容院に行くときも付いてきて、「こういう髪型にしてほしい」だの「あまり短くするな」とか、

美容院のスタッフには逆の例は結構あるけど奥さんの髪に注文を付ける旦那さんは珍しいと、言われま

した。生徒には、「女の弟子なんて、化粧ばかりうまくなって、ギターは全然うまくならない」なって言

ってましたが・・・・ 

◼ レッスン室のインテリアも、置いてある物何一つ 10 数年間全然変わりませんでした。こうと決めたら、

消しゴム一つ置く場所を決めてその通りにしていました。 

◼ 自分の子供にはギターは勧めませんでした。ギターは完成されていない楽器で、難しい！と。 

◼ 小さいときは、相撲取りになりたかったようです。その夢を持ち続けていました。 

◼ 人の演奏を褒めたことはなかったけど、美空ひばりだけはうまい！と言ってました。 

◼ レッスンで生徒さんが帰るのが夜の 11 時ごろで、そのあとも運指をつけたりしていました。夜の 8 時

ごろに生徒さんに電話をかけ「急用です、今すぐ来てください」と呼び出し、「あそこの運指は m でな

く i で弾いてください」と。電話で済むんじゃないかと思いましたが、彼の性格上重要なことできちん

と伝え弾いてもらって確かめないといけないと思っていたようです。 

◼ 演奏会がないときはおだやかな人ですが、演奏会があると 3 週間前ぐらいから睡眠時間が 3 時間ぐら

い、食事も 1 食、あとはすべて練習、そういう生活でした。一日に 18，19 時間練習していたようです。 

◼ ともかく演奏会には全身全霊を込めていました。「聴く人に飽きさせない演奏をしたい」と。 

（yakateru :凄まじい演奏家だったようです！！） 

 

【マエストロ養成講座 第１１回】  

ジュリアーニの「春の日の花と輝く」。速弾きスケール、高音、低音の二声、ハイレベルな曲です。 

 

【現代右手奏法序説 第３回 交互奏法のタッチ：新井伴典】 

◼ 今回は、交互奏法 im のタッチについてです。今回は詳細はパスします。 

 

【その他の注目すべき記事】 

◼ 「21 世紀のギター教本：佐藤弘和」：基礎からもう一度やり直そうと考えている人向けの教本。11 回目

は、アルペジオ、トレモロ、テンポルバートの話です。トレモロの訓練で、ｐなしトレモロが下です。 

 

◼ 「クール・アレンジメント：竹内永和」：「酒とバラの日々」、ラモーの「タンブーラン」のソロアレン

ジが掲載されている。 

◼ 「ギターのツボ：毛塚功一」：第 11 回も、スタッカートについて解説しています。 

 

その他、「海外レポート」等もあります。第 11 号のメインは、そんなところでしょうか。 

 



また、Guitar dream には、楽譜と模範演奏 CD がついている。今回は、下記の楽曲が掲載されている。 

 

 


